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■令和６年度いわてアグリフロンティアスクールの開講内容 

 農業経営、6 次産業化、農村地域活動の 3 つの科目群に分かれ、大学教授や有識者、篤農家等の講師

による講義・演習を行います。また、岩手県内外の先進事例を現地研修で学びます。そして、これらの

学びを受けて「戦略計画」の策定に活かします。 

受講生には個人指導で計画策定を支援し、最後に「戦略計画」を発表していただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦略計画策定の個別指導（農業経営） 

戦略計画のプレゼンテーション 

◇開講から修了までの年間スケジュール 

募集（１～４月）→開講式（５月）→講義（５月～１月（週１～２日程度）） 

→戦略計画発表会（１月下旬）→修了式（２月中旬） 

戦略計画策定の個別指導（農村地域） 

令和６年度いわてアグリフロンティアスクールの概要 

国際競争時代に通用する経営感覚と企業家マインドを持った農業経営者や地域リーダー等を

養成する学びの場を岩手大学に設けるものです。 

本スクールの受講を通じて、経営力やビジネス感覚を養い、経営革新を実現するための「戦略

計画」を策定していきます。 

現地研修 
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演習風景（デザインとブランド） 

①  農業経営科目群 

   経営革新を実現するために必要な財務・労務管理、生産管理、農産物の流通、マーケティングな

ど経営管理のノウハウを学習します。※カッコ内は令和５年度講師実績 

    

【科目例】 

「人的資源・労務管理」（社会保険労務士） 

「会計・財務管理と経営診断」（税理士） 

「農業生産の工程管理」（ASIA GAP 上級指導員） 

「鮮度保持・流通技術」（岩手大学教授） 

  

② ６次産業化科目群 

農業経営の６次産業化部門を「食ビジネス」として発展させていくために必要な流通、マーケティ

ングなどについて学習します。 

【科目例】） 

「食の安全管理」（岩手大学教授・岩手県工業技術センター） 

「デザインとブランド」（デザイン事務所） 

「農産加工品のマーケティング」（岩手大学教授） 

「ネット＆デジタル技術活用」（IT 関連企業） 

 

 

  

③ 農村地域活動科目群 

農業を核とする地域の活性化に向けた集落・地域のリーダーやマネジャーの活動に必要な考え方、

マネジメント手法などを学習します。 

【科目例】 

「地域活性化論」（東京農業大学名誉教授） 

「地域マネジメント論」（岩手大学名誉教授） 

「地域資源活用論」（岩手県 6 次産業化プランナー） 

「都市農村交流論」（東京大学准教授） 

 

④ その他（現地研修等） 

    先進的な経営管理手法を行っている農業経営体や、６次産業に取り組んでいる経営体、関係機

関を訪問し、現地研修を行います。（令和５年度視察件数：12 件） 

   「現場スタディ」 

   「農業技術先進地研修」 

   「６次産業関連現地研修」 

   「マーケティング改善演習」 

 

 

講義風景（会計・財務管理と経営診断） 

講義風景（地域マネジメント論） 

現地研修（現場スタディ２） 
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■募集対象者  

岩手県内に居住しているつぎのいずれかに該当する方 

① 農業経営者、農業後継者、農業従事者等 

② ６次産業化に取り組んでいる者又はそれを支援している者 

③ 農村地域活動に携わる者 

（地域振興、土地改良、担い手育成等のリーダー又はそれらの者を支援している者等） 

■応募資格  

大学の受験資格（高等学校卒業等）を有し、農業または農業に関連する事業の経験を有すること 

■募集定員  

35 名 

■募集期間  

令和６年 1 月 16 日（火） ～ 令和６年 3 月 15 日（金）【１次募集】 

※ ４月以降に 2 次募集（若干名）を行う予定です。 

■応募書類・提出方法 

いわてアグリフロンティアスクールのホームページに掲載してある募集要項の入学申込書を利用

のうえ、必要事項を記載し、メールまたは郵送により提出してください。作成・提出方法の詳細につ

いてはホームページをご確認ください。 

■開講期間  

令和６年 5 月下旬から令和７年２月上旬まで（週１~2 日、月 3~6 日程度） 

■場  所  

岩手大学農学部ほか 

■受 講 料  

21,000 円／年 

 ※ ただし、現地研修等の参加費は別途必要な場合があります。 

 

■IAFS 教育プログラム ポイント 

・ 座学、 実習・演習 、現場 スタディなど戦略計画策定に役立つ多様な講義があり、最大 35 講

義を受講可能です(１講義６時間( 10 時～16 時)、受講可能時間 225 時間)。 

このうち修了にかかる必須時間数は 120 時間（約 20 講義）です。 

・ 大学教員 、国・県・農業団体職員、税理士、社労士、先進農家などから専門的な講義が受けら

れます。  

・ 受講者の時間的事情を考慮し、リモート講義（７～10 講義程度）や補講（４～５講義程度）を

開設しています。  

・ 自ら立てた農業ビジネス戦略計画は講師による添削を受けた後、現役農業者や農業普及員など

の経験豊富な講師のアドバイスを受け、ブラッシュアップすることができます。 
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■IAFS 受講状況 

・直近５か年の受講数 

年度 入学者 修了生 
修了生のうち 

アグリ管理士 

R1 34 30 30 

R2 コロナのため中止 

R3 29 29 29 

R4 25 24 24 

R5 25 受講中 受講中 
合計 

（H19～R5） 781 508 377 

〇アグリ管理士とは 

必修科目を含め 120 時間以上を履修し評価委員会から合格の評価を得た者のうち、評価委員会から相

応の能力があると認められた場合に、岩手大学から授与される資格です。 

■いわてアグリフロンティアスクール公式動画の紹介 

 スクールの魅力を紹介する動画を youtube で公開していますので、ぜひご覧ください。 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

21 世紀の農業を切り拓く！いわてアグリフロンティアスクール (youtube.com)より抜粋 

 

 

 

 

 

【平成 30 年度アグリ管理士】 

Pinkies 菊池 伸也 氏（西和賀町） 

【平成 30 年度アグリ管理士】 

三陸ジンジャー 菊地 康智 氏（陸前高田市） 

＜問い合わせ・申込先＞ 

 〒020ʷ8550 盛岡市上田三丁目 18-8 

 いわてアグリフロンティアスクール運営協議会事務局（岩手大学農学部地域連携推進室） 

 TEL：019-621-6231 FAX：019-621-6107  Mail：atiren@iwate-u.ac.jp 

 ホームページ：http://news7a1.atm.iwate-u.ac.jp/iafs/index.html （募集要項・申込書掲載） 

＜受講者の例＞ 

・農業経営者、農業従事者、農業

後継者、営農組織役職員、農

業・食品関連法人職員、地域お

こし協力隊員 

・JA、市町村、土地改良区、農業

会議、農業公社、県農林水産部

等職員 

【平成 20 年度アグリ管理士】 

有限会社盛川農場 盛川 周祐 氏（花巻市） 
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